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キ
ヌ
ラ
ス

ハ
.
フ
-
フ
ス

〔
杖
不
足
〕

〔
百
不
足
〕
枕
詞

〔
馴
〕
(
動
四
〉

〔
平
〕
ハ
動
四
)

〔
必
〕
(
副
)

〔
立
平
〕
(
動
四
〉

〔
踏
平
〕

〔
貸
〕
(
動
四
〉

〕
(
動
四
〉
(
動
四
)

〔
知
・
令
知
〕
(
動
下
二
)

〔
令
散
・
落
〕
(
動
四
〉

〔
泊
渚
〕
(
名
)

〔
暮
〕
(
動
四
)

〔
行
暮
〕
(
動
四
)

〔
廻
・
回
〕
〈
動
四
)

〔
泊
・
潤
〕
(
動
四
)

(
動
四
)

(
動
四
)

〔
散
〕
(
動
四
)

(五〉

日
ア
-
フ
ス

タ
カ
テ
ラ
ス

キ|
ス

キ|
ス

イ
ギ
ス

ヌ
キ
ス

ホ
ト
ト
ギ
ス

ホ
ト
ト
ギ
ス

モ
ト
ホ
ト
ト
ギ
ス

シ

ス

ワ
シ
ス

ハ
チ
ス

ハ
ナ
パ
チ
ス

グ
ニ
ス

ニ
ヒ
ス

ク
ヒ
ヒ
ス

グ
ピ
ス

ウ
グ
ヒ
ス

ト
モ
ウ
グ
ヒ
ス

エ
ピ
ス

五
四

〔
照
〕
(
動
四
)

ス

〔
高
照
・
高
光
〕
枕
詞

〔
著
・
服
〕
(
動
下
二
〉

カ
タ
ミ
ス

〔
措
・
庇
〕
(
名
)

グ
ミ
ス

ツ
ミ
ス

(名〉

• 
(
名
)

メ
ミ
ス

ヨ
ミ
ス

〕
(
名
〉

*
枕
詞

(
名
)

イ
テ
リ
ス

〔
殺
〕
(
動
下
二
)

ホ
リ
ス

(
動
下
二
〉

ウ
ス

〔
蓮
・
荷
〕
(
名
〉

ウ
ス

(
名
)

ウ
ス

〔
国
栖
・
国
模
〕
(
名
)

ウ
ス

〔
新
巣
〕
(
名
)

マ
ウ
ス

(名〉

カ
ラ
ウ
ス

〔
眼
〕
(
名
)

ミ
ヅ
ウ
ス

〔鴬・

〕
(
名
〉

カ
ル
ウ
ス

〔
友
鴬
〕
(
名
)

ケ
ウ
ス

r一、

〕
(
名
〉

テ
ウ
ス

〔
令
視
・
令
見
〕

動

下
二
〉

〔
難
為
〕
(
動
サ
変
〉

与

サ
変
〉

〔
罪
・
罰
〕
(
動
サ
変
)

〔
蹄
〕
(
動
下
二
〉

〔
嘉
・
是
・
好
〕

動

サ
変
)

〔
酷
〕
(
動
サ
変
)

〔
欲
〕
(

サ
変
)

〔
碓
〕
(
名
〉

〔
薄
〕
形
状
言

〔
失
〕
(
動
下
二
)

〕
(
名
)

〔
申
・
奏
〕
(
動
四
〉

〔
碓
〕
(
名
)

〔
水
碓
〕
ハ
名
〉

(
名
)

〔
消
失
〕
(
動
下
二
)

〔
手
碓
子
〕
(
名
〉



キ
エ
ウ
ス

グ

ス

〔
消
失
〕
(
動
下
二
〉

〔
楠
・
機
樟
〕
〈
名
〉

ク
ズ
〔
葛
〕
(
名
〉

カ
ク
ス

ヤ
マ
ガ
ク
ス

オ
モ
カ
ク
ス

マ
ク
ズ

ス
グ
ス

オ
モ
ヒ
ス
グ
ス

ツ
ク
ス

ナ
ツ
ク
ズ

コ
コ

|ミ IIロ
ソツ
クク

スス

ヨ
ク
ス

ス
ス

ス
ス

ス
ス

ス
ズ

サ
ク
ス
ズ

サ
ク
ス
ズ

〕
(
動
四
)

〔
山
隠
〕
(
動
四
〉

(
動
四
)

〔
真
葛
〕
(
名
〉

〔
過
〕
(
動
四
〉

(
動
四
〉

〔
尽
〕
(
動
四
)

(
名
)

〔
心
尽
・
情
尽
〕
(
動
四
)

(
動
四
〉

(名〉

〔
凝
畑
〕
(
名
〉

(
動
四
〉

〔
鈴
〕
〈
名
)

〔
訴
鈴
〕
〈
名
)

*
枕
調

『
時
代
別
国
語
大
辞
典

オ
キ
ッ
ス
〔
奥
渚
・

ウ
ツ
ス

フ
ス
フ
ス

ァ
.
フ
ス

カ
プ
ス

ウ
ナ
カ
プ
ス

ム
ヵ
.
フ
ス

タ
フ
ス

コ
イ
フ
ス

オ
シ
フ
ス

オ
フ
ス

コ
ロ
フ
ス

ム
ス

ム
ス

ム
ス

ア
ム
ス

シ
ル
ス

ク
ル
ス

フ
ノレ
ス

(五〉

オ
キ
フ
ル
ス

(名〉

〔
遷
・
写
〕

ユ
ル
ス

〔
伏
・
臥
・
府
〕
〈
動
四
)

ケ|
ス

〔
伏
・
朴
〕
(
動
下
二
)

セ

ス

〔
遺
〕
(
動
四
)

キ
セ
ス

-
頗
傾
〕
(

ハ
ネ
ズ

四
、，ノ

(
動
四
)

ス

〔
向
伏
〕
(
動
四
〉

カ
ヘ
ス

〔
朴
・
倒
〕
(
動
四
)

タ
ガ
ヘ
ス

〔
反
側
〕
〈
動
四
〉

フ
キ
カ
ヘ
ス

〔
押
伏
・
抑
〕
〈
動
下
二
〉

ク
リ
カ
ヘ
ス

(
動
下
二
)
東
国
語
形

ヲ
り
カ
へ
ス

〔
自
伏
〕
〈
動
四
〉

カ
ヘ
ス
カ
ヘ
ス

〔蒸〕

グ
ツ
ガ
ヘ
ス

〔
生
・
産
〕
ハ
動
四
〉

ニ
ヘ
ス

〔
咽
〕
(
動
下
二
〉

，、、

ス

〔
浴
・
洗
〕
〈
動
四
)

メ|
ス

〔
記
〕
(
動
四
)

シ
メ
ス

I ¥ 

〈
名
)

キ
コ
シ
メ
ス

〔
古
〕
(
動
四
)

、../

-
許
〕
(
動
四
〉

I ¥ 

(
動
四
)

〔
為
〕
(
動
四
〉

(
動
四
)

〔
唐
棟
・

〕
ハ
名
)

〔
押
・
挫
〕

(
動
四
〉

〔
反
・
返
・

(
動
四
〉

〔
耕
〕
〈
動
四
〉

〔
吹
返
〕
ハ
動
四
〉

〔
絡
反
〕

(
動
四
〉

〔
折
反
〕
(
動
四
〉

(
副
)

〔
覆
〕
(
動
四
〉

(
動
サ
変
〉

J ¥ 

(
動
四
)

〔
見
・
召
・
食
〕
(
動
四
〉

〔
一
一
小
〕
(
動
四
〉

〔
間
食
・
聞
・

， I 

(
動
四
〉

五
五



シ
ロ
シ
メ
スス

タ
レ
ス

オ
スス

ヒ
キ
コ
ス

ス
ゴ
ス

オ
モ
ヒ
ス
ゴ
スス

キ|
|コ|コ
スズ

オ
コ
ス

オ
コ
ス

フ
ミ
オ
コ
ス

フ
リ
オ
コ
ス

ホ
ド
コ
ス

|ノ

ス

ヨ
コ
ス

'
ト
ド
ロ
ヨ
ス

|ト
ス

〔
所
知
食
〕
(
動
四
)

(
動
下
ニ
)
東
国
語
形

ハ名〉

〔
圧
・
押
〕
(
動
四
〉

〔
越
・
超
〕
(
動
四
〉

〔
引
越
〕
(
動
四
〉

(
動
四
)

(
動
四
)

、d〆

ハ動〉
〔
令
聞
〕
(
動
四
〉

〔
起
・
興
〕
(
動
四
〉

〔
遣
〕
(
動
下
二
)

〔
践
起
〕
ハ
動
四
〉

〔
振
起
〕

、../

〔
播
〕
(
動
四
)

〔遺〕
-
謹
〕
(
動
四
)

ハ
動
四
)

〔
鳥
機
〕
(
名
)

〈
五
)

オ
ト
ス

サ
ト
ス

|ノ
ス

|ノ
ス

ホ
ス

ナ
ホ
ス

ウ
ル
ホ
ス

ク
ル
ホ
ス

オ
ホ
ス

オ
ホ
ス

ウ
エ
オ
ホ
ス

コ
ボ
ス

ト
ホ
ス

モ
ト
ホ
ス

ノ
ボ
ス

オ
ボ
ホ
ス

オ
モ
ホ
ス

五
六

〔
落
・
堕
〕
(
動
四
)

モ|
ス

〔轍〕
〔
乗
・

ヒ
、
ネ
モ
ス

(
動
下
二
V

東
国
語
形

ト
モ
ス

〔
乾
・
千
〕
(

四、J

ト
ヨ
モ
ス

r-、

|ヨ
ス

ハ
動
四
〉

(
動
四
)

|ヨ
ス

(
動
四
)

〔
生
〕
(
動
四
〉

キ
ヨ
ス

〔
負
〕
(
動
下
二
〉

〔
殖
生
〕
(
動
四
〉

コ
ト
ヨ
ス

〔
覆
〕
ハ
動
四
〉

〔
通
・
達
〕
(
動
四
)

オ
ロ
ス

(
動
四
)

オ
ロ
ス

〔
一
昨
〕
(
動
下
二
)

キ
リ
オ
ロ
ス

(
動
四
〉

コ
ロ
ス

〔
御
念
〕
〈

ヲ
ス

四
、../

オ
ヨ
ボ
ス
〔
及
〕
〈
動
四
)

モ
ヨ
ホ
ス

ホ
ロ
ボ
ス

ヲ
ス

〔
催
〕
(
動
四
〉

マ
ヲ
ス

〔滅〕

、J

モ
ノ
マ
ヲ
ス

〔
百
舌
鳥
・
伯
労
鳥
〕

(名〉
〔
終
日
〕
〈
副
V

〔
燭
・
燃
〕
〈
動
四
〉

ハ
動
四
)

〔
寄
・
依
・

(
動
四
〉

〔
寄
・
依
・

下
二
〉

〔
来
依
・

動

下
ニ
〉

〔
辞
因
・

下
二
〉

〔
下
〕
ハ
動
四
)

〈
動
四
)

(
動
四
〉

〔
殺
・
諜
〕
(
動
四
〉

-
小
費
〕
(
名
〉

〔
食
〕
ハ
動
四
)

〔
申
・
白
〕
ハ
動
四
〉

〔
物
申
〕
(
動
四
〉



ミ|キ|
カ|コ
ミ|シ
ヲヲ
スス
r-、
間
食

〆町、

動
四
、../

索
引
稿
(
五
〉

五
七



会 名簿 訂

氏 名 一 住 所 話番号
会
員
名

T 

入会

東 真智子 520

池田三技子 4 12 20 

石田

上原優

二 933 高岡市宮田町18ー 7

子 389-01
訂

加藤一郎 623 綾部市安陽町

北川和秀 370-11群馬県佐波郡玉村町上新田1873 2 202 

九
附
小倉京子 243 厚木市愛甲910ー 1 コープ野村4 402 

斉藤充博 150 東京都渋谷区神宮前3ー 17 15 304 

白井伊津子 520-23滋賀県野州郡野州町永原5∞
新谷秀夫 577 東大阪市小阪2 4 14 

寺島利尚 236 横浜市金沢区西柴383

徳留美智子 730 広島市中区千田町3 6 32 306 

計FJS禁問富山市安養坊47 2 
宮城 980 仙台市桜ケ丘911

山梨英和 400
短期大学園文科

甲府市愛宕町360 0552 52ー7891

吉井 583 羽曳野市羽曳ケ丘218

住所変更(表示・改姓を含む〉

秋本吉徳 東京都大田区池上4146 15 15 104 03 751 0443 

芦田耕 690 松江市西川津町919 10 

安部清哉 235 市磯子区洋光台3 33 19 

石崎正明 大阪市東区森ノ宮中央1540 14 6 

江頭勝子 811-02福岡市東区美和台2 63 6 

江間秀明 431-21浜松市都田町9643 3 0534 28 3566 

梶川信行 631 奈良市朱雀3 15 1 . 5 504 

勝本吉伸 631 奈良市幸子美ケ丘1 8 11 
五

川上富吉 東京都江東区北砂5136 19 7 9侃 03 640 2355 /¥ 

川端 之 180 武蔵野市吉吉祥寺寺本町3 1 7 0422 20 1006 
シャトウ祥 205

菊川恵一 名古 町円山468 
山田マンション202

菊地孝夫 969-73福島県河 沢
122 2 

岸 正 577 東大阪市菱屋西2 7 30 回 725 6059 



06 321 8468 

前九年ハイツ301

小林久子 574 大東市赤井3 126 10 

近藤健史 020-01盛岡市前九年2 11 39 

桜井美智子 533 大阪市東淀川区豊里7 23 21 
サニーマンション岸本102

子 059-03登別市富士町662

雄 658 神戸市東灘区住吉本町1 11 10 204 

興 247 横浜市栄区公田町457 6 

子 133 東京都江戸川区西小岩3 36 6 
コーポ

寿

永

陽

藤

田

鳥

崎

佐

島

白

域

会

員

名

横

補

訂

子 842-02康藤進

0552 52 7541 

0486 53 0961 

甲府市湯村2 5 35 
サニーハイツ湯村B 302 

山県真庭郡八束村大字下見661

神奈川

大宮市宮原町4 98 7 
ロイヤルハイム202

400 晴武木鈴

子 717-05妙

32 257 

330 

228 次1五橋高

0742 23 7156 

0720 56 5343 

ヤングコーポ103

大久保アパート

3 13 9 

吉本コーポ115

ロ田

661 

630 

663 

須見

瀬尾

本みや子

ライオンズヒルズ町田 1 501 

-' 350-12埼玉県入間郡日高

尼崎市瓦官字追田45 1 

神戸市須磨区北落合5 1・341 106 

旭川市末広一条2 6 24 

東京都港区元麻布3 8 10 23 

奈良市油阪東町382 5 

奈良市東紀寺町1 60 234 

西宮市上之町25 54 
第3オリエンタルマンション201

口百合子 573 枚方市小倉東町38 18 

松尾玲子 665 宝塚市口谷東1 2 22 310 

宮崎和人 700 岡山市京山 2 2 44 2 

宮田千恵 799-04伊予三島市宮川144

本沢雅史 516 伊勢市岡本1 13 4 

森 斌 732 広島市東区牛田東141 4 

吉田みゆき 554 大阪市此花区高見 1 6 22 601 

吉野初代 245 横浜市泉区和泉町4205

630 

655 

071 

106 

武田あい子

谷山由夫

中村隆

車内

佳

信

朗宜

紀

矢

賀

部
芳

服

五
九





問、
十
月
五
日
(
月
)

仙
台
駅
前
午
前
九
時
、
出
発
多
賀
城
跡
・
多
賀
城
碑
(
査
の
碑
〉

l
i東
北
歴
史
資
料
館
(
特
別
展
+
多
賀
城
。
凶
催
中
)
|
|
黄
金
山
神

社
|
|
仙
台
駅
前
解
散
(
午
後
五
時
予
定
)

天
候
そ
の
他
の
事
情
で
予
定
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

費
用
五
千
円

一
親
会
・
昼
食
・
研
修
悼
行
の
申
し
込
み

懇
親
会
・
昼
食
(
四
日
〉
・
研
修
旅
行
の
お
由
，
し
込
み
は
、
左
記
口
座
へ

の
費
用
振
込
を
以
て
受
付
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
間
違
い
の
ご
ざ

い
ま
せ
ん
よ
う
に
、
費
用
の
内
訳
を
明
記
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

神
野
志
隆
光

酒

造

り

と

蹴

へ

粕

谷

興

紀

※
会
場
周
辺
に
は
適
当
な
食
堂
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
昼
食
の
予
約
を
受
付
け

ま
す
。
(
昼
食
代
一
千
円
〉

(
高
葉
の
北
限
の
地
を
訪
ね
て
)

の
単
独
「
未
詳
」
注
記

午
後
の
部
(
午
後
一
時
よ
り
)

金
石
文
の
代
表
記
|
|
藤
原
白
木
へ
の
疑
問
米
沢
女
子
短
期
大
学

土
記
』
に
み
え
る
「
風
俗
諺
」
の
あ
る
場
合

「
筑
波
岳
長
掛
衣
袖
潰
国
」
考
ー
ー

鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校

神
話
を
め
ぐ
っ
て東
京
大
学

岡
山
大
学
研
究
生

筑
波
大
学
研
究
生

藤
原
三
田

司泉

一
昭
和
六
十
二
年
度
高
葉
学
会
全
国
大
会
要
項
一

O
昭

和

六

十

二

年

度

大

会

当
学
会
昭
和
六
十
二
年
度
全
国
大
会
を
、
宮
城
学
院
女
子
大
学
と
の
共
催

に
よ
り
、
左
記
の
要
宗
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
会
員
諸
氏
の
積
極
的
な
御
参

加
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

一
、
公
開
講
演
会

日
時
昭
和
六
十
二
年
十
月
三
日
(
土
〉
午
後
二
時
よ
り
五
時
三
十
分
ま
で

会
場
宮
城
学
院
女
子
大
学
C
棟
二

O
二
番
教
室

挨

拶

宮

城

学

院

女

子

大

学

学

長

北
野

達

『ロ
H

の

山
形
孝
夫
氏

人
麻
目
歌
集
の
略
体
歌

寓
葉
に
お
け
る
作
歌
と
環
境

実
践
女
子
大
学
教
授

東
北
大
学
名
誉
教
授

畑
忠
雄
氏

ー

一、日
時
会
場
会
費

三
、
研
究

日
時
十
月
四
日
〈
日
)
午
前
十
時
J
午
後
五
時

会
場
宮
城
学
院
女
子
大
学
C
棟
二

O
二
番
教
室

午
前
の
部
(
午
前
十
り
〉

三
輪
山
哀
別
芯
と
時
旅
歌
関
西
学
院
大
学
大
学
院

乞
食
者
の
詠
二
一
「
平
群
」
・
「
薬
猟
」
を
め
ぐ
っ
て

十
月
三
日
(
土
)
午
後
六
時
よ
り

パ
レ
ス
(
後
記
「
宿
泊
案
内
⑬
」
参
照
)

六
千
円

昭
和
六
十
二

全
国
大

項

六一
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台
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グ
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O
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六
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O
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ツ
イ
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一
三
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五
O
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一
五
、
九
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O
円

⑤
ホ
テ
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リ
ッ
チ
仙
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干
9
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仙
台
市
国
分
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二
l
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一
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O
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八
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料
金
シ
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グ
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八
、

O
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O
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九
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O
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⑥
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干
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仙
台
市
大
町
二

i
二
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一
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一
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料
金
シ
ン
グ
ル
七
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一
ホ
テ
ル
仙
台

昭
和
六
十
二

一
勧
業
銀
行
仙
台
支
庖

七
二
三
l

一
四
七
三
七
四
七

シ
ン
グ
ル
一
二
、

二
O
円

大
会

申
し
込
み
締
切
丸
月
十
六
日
た
だ
し
、
研
修
旅
行
は
申
し
込
み
順

十
名
で
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

干
九
八

O

仙
台
市
桜
ケ
丘
九
l
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宮
城
学
院
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大
学
犬
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研
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台
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ス
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R
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仙
台
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営
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乗
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場
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宮
城
学
院
行
〉

(
宮
城
交
通
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市
バ
ス
共
、
料
金
二
五

O
円
、
所
要
時
間
三
十
分
〉
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営
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用
の
場
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仙
台
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ケ
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(
料
金
一
九

O
円
)
、
旭
ケ
丘
駅
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タ
ク
シ
ー

(一

O
分
、
千
円
程
度
)

3

タ
ク
シ
ー
利
用
の
場
合

O
宿
泊
案
内

左
記
の
よ
う
な
宿
が
あ
り
ま
す
。
会
員
各
位
に
お
い
て
早
め
に
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。
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料
金
は
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は
随
時
、
に
関
す
る

の
観
、
研
究
発
表
会
、
講
習

書
の
出
版
、
そ
の
他
を
行
な
ふ
.

て
会
員
は
、
年
額
三
千
円
の
会
費

む
)
を
年
度
初
に
納
入
す
る
・

て
本
会
の
事
務
は

大
阪
府
吹
田
市
千
里
山
東
三
丁
目

関
西
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内

便
番
号
五
六
五
)

に
お
い
て
行
な
ふ
。

昭
和
六
十
二
年
七
月
二
十
五
日
印
刷

昭
和
六
十
二
年
七
月
三
十
一
日
発
行

一、

女

記

。
ぉ

。

O
梅
雨
あ
け
宣
言
を
出
し
た
り
、
取
り
消
し
た
り
、

ド
シ
ャ
降
り
で
あ
っ
た
り
、
炎
暑
で
あ
っ
た
り
、

気
象
庁
ば
か
り
が
忙
し
い
。
高
葉
の
発
刊
具
合

は
、
今
年
の
天
気
も
あ
き
れ
る
程
に
我
ま
ま
で
、

気
象
庁
を
せ
め
る
気
に
は
毛
頭
な
れ
な
い
。
と
り

あ
え
ず
、
百
二
十
六
号
を
お
届
け
す
る
。

O
高
葉
の
歩
み
は
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
風
ニ
モ
マ
ケ

ズ
」
で
行
く
し
か
な
い
。
従
っ
て
、
「
サ
ム
サ
ノ

ナ
ツ
ハ
オ
ロ
オ
ロ
ア
ル
」
く
訳
で
あ
る
。
「
一
日

ニ
玄
米
四
合
」
の
ご
と
き
ぎ
り
ぎ
り
の
会
費
で
、

質
高
い
論
文
を
公
表
す
る
。
~
ゃ
い
け
れ
ど
も
誇
り

が
あ
る
。

-

投

稿

、

の

て

2
入
会
申
込
み
、
住
所
変
更
・
改
姓
等
の
学
会

費
の
現
金
〈
小
切
手
・
小
為
替
〉
に
よ
る
納
入
、
本

誌
既
刊
号
の
購
入
等
の
事
務
事
項
は
、
す
べ
て
下

記
の
京
都
「
大
地
」
あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

投

稿

規

定

一
、
投
稿
資
格
は
会
員
に
限
る
。

一
、
内
容
は
高
葉
に
関
連
す
る
各
分
野
の

文。
て
分
量
は
原
則
と
し
て
四
百
字
詰

(
た
だ
し
「
黄
葉
片
々
」

(
誌
代
を
含

は

十
枚ニ
以十

護

内〉。

一
、
原
は
一
切
返
却
し
な
い
。
採
否
決
定
は
編
輯

部
に
一
任
の
ζ

と。

一
、
論
川
一
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
二
部
・
抜
刷
二
十

部
を
芯
呈
す
る
。
た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時

は
、
あ
ら
か
じ
め
申
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に

応
ず
る
。高

葉

串

曾

会

則

て
本
会
は
高
葉
蘭
宇
曾
と
称
す
る
。

一
、
高
葉
研
究
者
、
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
と
な
る
乙
と
が
で
き
る
.

一
、
会
員
の
研
究
発
表
と
し
て
季
刊
「

を
発
行
す
る
・

頒
価

七
百
五
十
円

一T
m
大

阪

府

吹

田

山

東

三

丁

目

関
西
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内

8
5
一
一
一
八
八
|
一
一
一
一
一

(
内
線
五

O
一
二
)

。
秋
の
全
国
大
会
の
開
催
要
項
を
載
せ
た
。
熟
読
の

上
、
ふ
る
っ
て
御
参
加
の
程
を
。
細
部
で
不
明
な

こ
と
が
あ
れ
ば
、
宮
城
学
院
女
子
大
学
の
方
へ
お

問
い
合
わ
せ
願
い
た
い
。

O
燃
え
立
つ
大
気
の
中
に
さ
る
す
べ
り
の
花
が
静
ま

っ
て
い
る
。
紅
却
英
の
花
が
目
に
痛
い
。
そ
ん
な

中
で
、
早
い
で
あ
ろ
う
東
北
の
秋
に
思
い
を
ひ
そ

め
て
い
る
。
会
員
諸
氏
に
は
御
自
愛
切
に
願
い
上

げ
る
。

-
発
行

振代

笹言葉

守・
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